
■連携の拠点の取組について ※医介連携事業含まず

対象地域 交野市

実施主体
連携の拠点 交野市医師会

市町村医介連携事業（委託先） 交野市地域包括ケアセンター

課題

・医介連携事業の取組により、多職種間のACPの普及の認識は深まりつつある。
・かかりつけ医及び多職種連携により、在宅療養者とその家族がより身近なこと
としてACPを考える機会の確保が必要。
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〇ACPをふまえた在宅医療に係る医療と救急活動検討会議を開催（９/11）
・在宅医療における終末期医療体制を検討する中で、「望まない救急搬送」
について消防本部、保健所を含めた多機能職種との認識共有を深める等の意見
交換会議の開催。

〇意見交換会議の開催予定
（１０月１日、３日、２８日、１１月１３日、R7年１月１６日、2月21日、
２月調整中）計7回
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〇ACPをふまえた在宅医療における終末期医療体制の整備
・医介連携事業を基本とした多職種連携によるACPの普及推進と連携の強化を
踏まえ、拠点として、在宅医療における終末期医療体制の整備について検討中。
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・在宅医療における終末期医療体制の構築に向け、課題の抽出を進める一方で、
医療・介護連携事業の取組と連携しACPの普及啓発を進めている。

・また、在宅医療における急変時の救急要請、救急活動の相互理解を深め、
より実効性のあるACPの推進について意見交換等を行う会議を展開している。
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